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祝辞を述べた。午後からは，多摩川台の浅間神社裏において園遊会が催された。

目黒駅では，美しく飾られた新車の発車式が行なわれ，また沿線各駅付近には開通祝い

の舞台が設けられ，いろいろな演芸が催された。

目 黒 線 の 概 要

当初，目黒線に設けられた駅は9 駅であったが，終端の目黒と丸子に駅員が配置されて

いるだけで，あとは駅員無配置駅であった。なお駅名は，その後，目黒不動前が大正12年10

月「不動前」に，小山が大正13年6 月「武蔵小山」に，調布が大正15年1 月「田園調布」

に，多摩川は大正15年1 月「丸子多摩川」からさらに昭和6 年1 月に「多摩川園前」に，

そして丸子は大正13年6 月「武蔵丸子」に，次いで大正15年1 月「沼部」に変更された。

また昭和3 年8 月，「西小山」が新設されて現在に至っている。

車両は，すべて新造した。客車は64人乗りで，トロリーポールが2 個ついている小型ボ

ギー車モハ1 形が5 両，貨車は全部で6 両購入した。

乗務員は，車掌・運転手がそれぞれ16人，駅務員は13人であった。ほとんどが駅員無配

開 通 式 の 模 様

田園都市会社発行『田園都市だより』第4 信は，目

黒線の開通式のにぎわいを次のように記している。

「此の日，前日からすこし天気模様が気づかわれて

ゐましたが，幸にも雨は降りませんでした。洗足停

留場前の式場で午前10時挙式，午後1 時から多摩川

停留場前の浅間神社境内で余興が開始され，午後1

時半から浅間神社裏に設けました園遊会場で種々な

模擬店が開かれ，当日御招待申上げました800 余名

の名士が，1 日の歓をつくされて，予定の午後3 時

に目出度散会を告げました。

開通式の模様を申上げますれば，洗足停留場前，

本社事務所の前に，1，000人程のお客を 容れるだけ

の大式場を設け，1 発の花火が中空に煌くを合図と

して式は開始され，先づ，目黒蒲田電鉄会社専務五

島慶太氏司会の下に，同社々長，本社（田園都市会

社）専務の竹田政智氏が式辞を朗読され，つづいて

鉄道大臣伯爵大木遠吉閣下，鉄道省監督局長井出繁

三郎氏，帝国鉄道協会々長工学博士野村竜太郎氏，

鉄道同志会々長馬越恭平氏，東京府知事宇佐美勝夫

氏，荏原郡長川越守男氏，荏原郡平塚村，調布村，

碑衾村，馬込村，玉川村を代表された碑衾村々長角

田光五郎氏，本社洗足住宅地購買者鈴木隆晴氏等の

祝辞があり，最後に本社創立主唱者渋沢栄一閣下の

御挨拶がありまして，頗る盛大に終りました。

尚当日，鉄道沿線の光景は殆ど空前の賑ひであり

ました。何に致せ，従来交通関係が不備であった沿

線の土地では，年来渇望していた鉄道が愈々開通さ

れたのでありますから，これを祝福しない町村はあ

りません。不動前，小山，洗足，奥沢，丸子等の各

所には舞台が出来まして大神楽や，茶番や，手晶な

どの興行があり，または祝開通と記されたイルミネ

ーションが点ぜられたりしました。調布村には，芝

居小屋が出来て，東京の俳優が出演したりなどしま

して，沿線各町村では殆ど連合の祭礼が一斉に行は

れた観がありました。

こうしたお祭り気分の漂う華やかな中を，新調の

車台は人々を満載して，めまぐるしくも往復しなが

ら，その日も夜に入ったのでありました。」
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目黒線 （目黒～丸子間）の概要

営 業 キロ 程 8．3キロメートル 駅 奥 沢 〃 玉川村

調 布 〃 調布村

多 摩 川 〃 〃

丸 子 〃 〃

軌 間 1．067メートル

最小曲線半径 160メートル

軌 条 の 重 量 27kg ／yd 車 両 木造ボギー式電動客車モハ1 形5 両

定員64人4

輪電動貨車2 両 積載7 トン4

輪無蓋貨車4 両 〃

電 車 線 路 直流600ボルト 架空単線式

駅 目 黒 荏原郡大崎町

目黒不動前 〃 目黒村

小 山 〃 平塚村

洗 足 〃 碑衾村

大 岡 山 荏原郡馬込村

変 電 所 千束変電所 荏原郡馬込村狢久保3828
番地

最大出力300 キロワット

平均出力200 キロワット

置駅であったので，車掌の負担も大きく，開業当時車掌として勤務した野口助蔵は，「車

掌は大人と小児，往復と片道，それに回数券まで二十数種の切符をもち， ポールを返しな

がら発売するので非常に忙しかった。とくに日曜日などは鞄が重くなり，肩が痛くなるの

でその売上金をいったん預けて，また乗務するというわけだが， 多いときは，1 日で150

円 も売上げたことがある」と語っている。

旅客運賃については，すでに開業していた玉川電気鉄道，京王電気軌道と同じく区間制

を採用，目黒～丸子間を，目黒～小山，小山～大岡山，大岡山～調布，調布～丸子の4 区

に分け，1 区5 銭とした。運転手の給料（初任給）は日給1 円30 銭（玉川電気鉄道では1

円40 銭，京王電気軌道では1 円38銭）， 車掌は1 円25銭（玉川電気鉄道， 京王電気軌道と

も1 円38 銭）で，京王電気軌道，玉川電気鉄道に比べて8 銭ないし13銭低額であった。

本 社 の 移 転

目黒～丸子間か開通したところで，大正12年5 月14日，目黒蒲田電鉄は，本社を創立時

の京橋区内第一相互館から目黒駅

の裏に当たる東京府荏原郡大崎町

大字上大崎239 番地に移転した。

これは，営業が開始された路線の

状況を的確につかむ必要からであ

ったが，また高い賃貸料を節約す

るためでもあった。

当時の本社につ い て，社 内 誌

『清和』（昭和14年11月号）の誌上

で工務部長鈴木幸七（のちに社長） 開通式当 日の目黒駅
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は，「当時の本社事務所は，とくに記念すべき建物だった。第一相互館から目黒へ移転し

たころの家は全く普通の住宅を事務所に改造したもので，畳の上に薄べりを敷き，スリッ

パを履いて上った。まるでへんぴな村役場 という感じである。重役室は2 階の8 畳間だっ

た。しかも急勾配の3 尺位の階段で，五島専務が上ってくる時は，ギッギッと床の抜けそ

うな音がした」と語っている。

3） 蒲 田線 （丸子～蒲田聞） の開 通

建設工事と関東大震災

目黒線の開通に続く蒲田線の工事は，大正12年9 月末日竣工の予定で着々と進んでいっ

た。用地買収の協議も，関係町村や地元有志の協力で円滑に進み，工事も平坦地のため滞

りなく行なわれていた。そして，竣工も間ぢかに迫った9 月1 日，関東大地震が発生した

のであった。

目黒蒲田電鉄もかなりの損害を受けた。竣工寸前にあった蒲田線の築堤は一度に崩壊し

てしまった。半年前に開通した目黒線でも，馬込村に建設した煉瓦造りの千束変電所が倒

れ，目黒川橋梁前後の築堤や線路が沈下するなどの被害にあった。 とくに，震災と同時に

富士瓦斯紡績からの電力供給がストップしたため，同線は運行不能となり，まる8 日間は

休業せざるを得なかった。そのため，応急処置として，一時，東京市電気局渋谷変電所か

ら電力の供給を受け，同月9 日から昼間のみかろうじて営業を開始した。高価な電力では

あったが，採算を度外視して，極力，避難者お よび一般交通の便を図ったのである。沿線

の田園都市の被害が，市の中心部に比べて比較的軽微であったこともあったが，これによ

って，当時郊外電車を最も早く復旧開通させた電車として，多大の信用を博した。

荷 風の印象と予言

大正13年9 月4 日，曇りて風涼し，午後目黒駅に

至り蒲田行の電車に乗る。去年震災の頃より開通せ

しものの如し。目黒不動尊に参詣するには此電車最

便宜なりと云ふ。

丸子渡場のあたりに調布といふ停車場あり。数十

歩にして多摩川の河原に出づ。あたりに は 農家 な

く，電車会社にて経営する西洋料理屋及び水泳場あ

り。双子の渡の如く釣客雑沓せざるを以て電車を下

り，道に従って漫歩す。水に臨みて丘阜あり。古松

亭々たる処浅間神社の小祠あり。石段垣墻の倒壊し

たるは，去年の震災によれるなるべし。

桐後松林欝蒼，酒亭あり，松の茶屋といふ札をか

かげたり。此辺一帯の閑地は田園都市会社所有の売

地なる由，処々にペンキ塗の榜示杭を立て見すぼら

しき西洋家屋も既にちらほらと建てられたり。今は

松林猶欝蒼として野草萋々なれど，二，三年を出で

ずして渋谷，千駄ケ谷辺と択ぶところなきに至るべ

し。 （永井荷風「断腸亭日記」より）
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震災当時 の模様につい て当社社内誌『清和』 （昭和14 年11 月号）で，鈴木幸七 は次 のよ

うに語 ってい る。

「われわれは駒込団子坂の方からかよっていたのだが，実際，交通機関がないから歩いてかよ

っていた。そうしているちに，玄米飯なんか食わされたために腹をこわしてしまって，どうし

ても行かれない。家で寝ていると五島専務から迎えがきて，ぜひとも出てくれといわれる。ま

ったく，あの時は殺されるかと思ったね。とにかく，五島専務は震災にあっても一生懸命奮闘

しておられた。病床から呼び出されて，その時はよいなと思って家へ帰ってくると，また悪く

なる。 また2 ，3日たつと呼びにくるというありさまだった。 どうしても11月1 日に開通しな

ければいかぬというので昼夜兼行でやる。非常に遅れているものだから，どんどんやっている

と五島専務がきて，自分もシャツ1 枚になり，シャベルをとって皆を督励してやっておった。

電気の方は貨車を走らせて砂利を入れる。パチパチ，と雷が連続的に鳴っているようにスパー

クがえらいものだった。それでもかまわず，専務は，ステッキを振り回しやっていた。それは

もう，砂利のかきこみから砂利落しまで，自分から熱心にやっておった。いきおい，われわれ

も人手が少くやっていたのだけれども，自分達も監督どころじゃない，自分達もやらねばなら

ぬ。それでとうとう予定の11月1 日に，佐久間工務課長などは，お前達は本社にい て もだ め

だ。向うへ行っておれ，と，宿屋へ罐詰にしてしまった。つまり現場へ行って指図しろという

わけなんだ。いっせいに皆現場へ行ってやっておった。もう不眠不休だった。」

このように，目黒蒲田電鉄はかな りの損害 を受け たが， 沿線は市民 の安 住の地 として，

新 たに認 識 されるようになり， その後，震 災に よって焼土 と化した市 内中心部から， 目黒

蒲 田電 鉄の沿線へ と移 住者は激増， 乗客 も日を追 って増加し，業 績は とん とん拍子に向上

してい った。

目黒蒲田電 鉄では， この機会 をとらえて，沿 線案 内に「当社 の電車は，漫然 と乗 っただ

け で立派に観光電車 として価値 ある景勝地を走 っています。皆 さんは，地震やつ なみの危

険のない鎌倉，逗子，大磯辺を手

近に発見したわけです」という宣

伝文を掲載していた。

このため，乗客は開業当初の大

正12年度は1 日平均1 万人に満た

ない状態であったが，翌13年度に

は2 万4 ，000人，さらに14年度は3

万8 ，000人，15年度には5 万人

というように，年とともに飛躍的

に増加していった。
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全 線 開 通

丸子～蒲田間4．92キロメートルは，震災の被害と蒲田町お よび矢口村耕地整理組合地区

の一部路線変更があったため，予定より1 か月ほど遅れ，大正12年10月25日に竣工，11 月1

日から開業の運びとなった。これにより，目黒～蒲田間13．2キロ メ ー トル は全線開通

し，路線も目蒲線と呼称されることとなった。目黒線を含む建設費の累計は322万8，829円

であった。この蒲田線に設けられた駅は， 新田， 矢口（いずれも荏原郡矢口村），それに

終点の蒲田停車場（荏原郡蒲田村）の3 か所であった。

そして，このとき敷設された目黒～蒲田間の路線のうち，矢口渡から蒲田に至る間は，

現在の路線に比べて大きく海側に寄っており，現在の東京実業高等学校の裏を通過して蒲

田駅に至り，省線，目黒蒲田電鉄，池上電気鉄道の順に並行していた。

なお，新田は大正13年6 月に武蔵新田に，矢口は昭和5 年5 月に矢口渡に，それぞれ駅

名が変更され，また，大正13年2 月には鵜ノ木，同年5 月に下丸子，大正14年10月に本門

寺道（のちに道塚と改称，昭和21年5 月廃止となる）の各駅が新設された。

従業員は，車掌20，運転手23，

駅務員28，その他技術員・本社員

と合わせて162 人にふえた。

車両については，蒲田線の開通

に合わせて，目黒線の車両と同形

の客車，モハ1 形を5 両と無蓋貨

車6 両（4 両新造，2 両は上州鉄

道から譲受けた）が増強され，翌

年には，鉄道省から木造ボギー車

（定員92人）22両の払下げを受け16

両を使用した。なお，残り6 両は

阪神急行電鉄（阪急電鉄）に譲渡

された。

目黒蒲田電鉄と周辺の私鉄

現在の多くの郊外電車のうち，

目黒蒲田電鉄創業以前，つまり明

治から大正初期にかけて開業した

目 蒲線月別乗車人員と旅客収入

大正12年下期 乗 車 人 員 旅 客 収 人

6 月7

月8

月9

月10

月11

月

計

人

228 ，316275

，214318

，465169

，821365

，123410

，2751

，767，214

円 銭13

，390．7815

，788．0923

，330．769

，049．2319

，397．4124

，365．43105

，321．70

※ 貨物トン数2，189トン，貨物収入1，118円55銭

開 通当時の多摩川駅
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ものは，最初から郊外電車としての機能をもって出発したのではなかった。明治32年開業

の東武鉄道，大正3 年開業の東上鉄道（東武鉄道東上線），お よび翌4 年に開業した武蔵野

鉄道（西武鉄道池袋線）などは，いずれも蒸気鉄道として開通したものである。

玉川電気鉄道（明治40年開業），京浜電気鉄道（明治32年開業），京成電気軌道（大正元

年開業），京王電気軌道（大正2 年開業）の4 社は，電気軌道としての 歴史は古く， それ

ぞれ大山街道，東海道，千葉街道，甲州街道などの主要街道上，または街道に沿って敷設

された。その目的は，街道に沿って分布する集落を連絡することにあり，それぞれの起点

を市電の終点に結びつけることを図った。したがって，これらの軌道は高速かつ大量輸送

という郊外電車としての機能をもつまでには時日を要しており，最初から高速の郊外電車

としての機能を発揮したのは，関東においては，大正11年開業の池上電気鉄道と，それに

続く目黒蒲田電鉄であった。この場合，池上電気鉄道が開通した池上～蒲田間は， わずか1

．8キロメートルであり， その後も部分的に開通していったことからみて， その第一歩を

しるしたのは，目黒蒲田電鉄の開業であるといえよう。

世田谷区史が，「玉川村は古くから大井や品川方面に結びつき，遊びに行くにも品川へ

出て，市内へ入る人がかなりあった」と記しているように，この地域の交通は非常に不便

であった。 さらに同区史では，「とくに目蒲線の開通は玉川・調布方面の人々にどれ程の

便を与えたか測りしれないものがあり，田園都市耕地整理事業の進展と相まって，この方

面が急速に進展していく気運をつくった」と記述している。

開通直後の状況

大正12年3 月11日，盛大な開通式でスタートを切った目黒線（目黒～丸子間）のすべり

出しは，まず良好であった。大正12年上期の第2 回営業報告書には，次のように記されて

い る。

「営業 日数82 日 間ノ成 績ハ晴 天35

日， 雨天18 日， 公天29 日 ニシ

テ，不順 ノ天候多 カリシモ，概

シテ予 想以上 ノ好成 績ヲ収 メ，

殊ニ4 月15 日 ノ第3 日 曜日ノ如

キハ，乗 車人 貝1 万1 ，756人 ，

収 入1 ，237円 余 ヲ算 シ，甚ダ シ

ク輸送 力ノ不 足ヲ感ゼリ。蓋 シ

輸送 力ノ増加及ビ天候順 調ナリ ポールが印象的 な開通当時の車両モ ハ1 形
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セバ，一層ノ増収アルベカリシモ遺憾ナリキ。近ク新車両ノ完成卜乗客誘引諸設備等，漸次完

成スベキ次期ニ於テハ，十分ノ成果ヲ収ムベキハ期シテ待ツベキナリ。」

営業を開始した最初の期間である大正12年上期は，82日間という短期間のうえ，天候不

順と輸送力の不足から計上利益は1 万1 ，411円にとどまり，配当もできなかった。

続く同年下期には，関東大震災のため，8 日間休業せざるを得なかっ た うえ に，炊出

し，被災個所の補修など，震災による費用の支出も多額にのぼった。 そのため，借入金利

子2 万5 ，000円を差引くと，同期の純利益は4 ，954円であったが，幸い補助申請を行なっ

ていた政府補助金が同期分として6 万4，124円交付され，合わせて6 万9，078円の利益を計

上することができた。これにより，この期においては，目黒～蒲田間全線の営業開始 と相

まって，関東大震災により損害を受けたにもかかわらず，当期から5 パーセント配当を開

始したのである。

政府補助金の収受

この政府補助金というのは，地方鉄道の保護・育成を目的として，運輸数量の少ない，

しかも，地方交通上必要な地方鉄道の維持改善に，あるいは，地域開発を目的とする地方

鉄道の新線建設に，政府が一定の補助金を交付したものである。

大正8 年に私設鉄道法ならびに軽便鉄道法が廃止され，新たに地方鉄道法が施行された

ため，私鉄の補助についても，それまでの軽便鉄道補助法を改めて，地方鉄道補助法が制

定された。その内容は，軌間0 ．726メートル以上の地方鉄道で，毎営業年度における益金

が，建設費に対して7 パーセントに達しないとき，建設費の5 パーセントを限度として，

不足額を補助するというものであった。

目黒蒲田電鉄では，大正13年5

月28日，補助許可申請を行ない，

開業 第2 期 の12 年 下 期の6 万4

，124円と， 次期13年上期の5 万2

，585円，2 期合計11万6 ，709円

の交付を受けたが， その後は営業

収益の向上により，建設費に対す

る利益率も5 パーセントを上回る

までになったため，補助金は打切

られた。新設当時の目蒲線矢口渡駅

％




